
「市小・中学校の八月踊り伝承活動の取組」 

 

１ 学校名  

  奄美市立市小中学校 

 

２ 学年・人数   

  小学１年生から中学３年生（計８人） 

 

３ 日時・場所 

⑴   練習の日時  

場所 毎月第３金曜日 18:30～19:30 市公民館  

⑵   発表の日時・場所  

校区合同運動会 市小中学校  

場所 豊年祭（集落行事）  

 

４ 伝承・活用に取り組んでいる郷土芸能について 

⑴ 名称   

   八月踊り伝承 

⑵ 由来 

   古くから集落の人々が受け継いできた「八月踊り」  

⑶   構成等 

チヂンを使い，そのリズムに合わせて島唄を歌い，みんなで輪になって 

踊る奄美大島伝統の踊り 

 

５ 保存会や地域との連携の具体  

集落で作られた八月踊り伝承会の協力の下，保護者，教職員も参加をし，子

供たちとともに島唄，八月踊りの伝承活動を行っている。  

 

６ 文化財伝承・活用の取組の工夫した点 

伝承活動の実施には地域の方々の参加が必要である。しかし高齢者が多いた

め，呼びかけや広報活動などを行い，参加者数の確保に努めている。  

 

７ 取組の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 参加児童生徒・保護者・保存会・教職員等の感想・意見 

【中学３年生】  

東京から奄美に来て，地域の伝統行事に触れ，多くの地域の方々とともに活  

動できて，とても貴重な経験ができた。  

 【保存会から】  

  市で受け継いできた島唄や八月踊りを子供たちにも伝えていくだけでなく，

子供たちと交流をもてることがとても良い活動だと思う。今後も継承活動を続

けていきたい。  

【保護者の方から】  

  久しぶりに地元に帰ってきて，子供とともに八月踊りを踊り，島唄を唄うこ

とができて，本当に懐かしく楽しいひと時を過ごすことができた。  


